　　
令和８年度　三次市立三和中学校　学校評価自己評価表
· 経営理念　◆
　【学校教育目標】  「志高く、未来を拓く」　～「将来の夢の実現」に挑戦する生徒の育成～
【ミッション】  　本校は、生徒が「学校が『夢を叶える学力をもった生徒の育成をめざす』、『三和の自然や伝統などの特性を活かした教育を推進する』、『仲間との出会い、体験を通した人間形成をおこなう』場となること」を使命とする。
なお、学校は「地域を知り、地域と繋がる生徒と教職員」を育成する。この成果から「地域の活性化に貢献し続けること」を存在意義とする。
【ビジョン】　・学校は、生徒が自己調整力を発揮し、主体的・対話的で深い学びを通して基礎的・基本的な学力を身に付けるように学習環境を創意工夫する。
・学校は、生徒が「安全・安心」に過ごせる場、自他を大切にして学び合う場になるように、特別支援教育の視点に立った教育環境づくりに努める。
・学校は、生徒の豊かな表現力と良好な人間関係づくりを体得する場となるよう努める。
・学校は、生徒の「将来の夢、自己実現」のため、「知・徳・体」と道徳性を会得する場となるよう努める。
・学校は、ＣＳの取組を通して小中一貫教育の充実を図り、学校運営協議会と連携して９年間を見通した教育活動を推進し、地域とともにある学校づくりに努める。
・学校は、保護者・地域から信頼される「開かれた学校づくり」に努める。
◆　経営目標・評価項目・評価・達成状況　◆
	
	中期経営目標
	短期経営目標
	目標達成のための方策
	評価指標
	目標値
〔％〕
	中 間
	最 終
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	達成率
	達成度
評価
	達成率
	達成度
評価
	
	
	
	
	

	確かな学力の育成
	１ 主体的で
　協働的な授
業の創造
	(1) 学ぶ楽し
さや意義を
感じさせる
授業を創
る。
(2) 対話を通
して、考え
を深める授
業を創る。
	○生徒が主体的な学びを実践
できる授業となるように努
める。

○家庭学習プリント（ドリル
学習）で基礎基本の定着を
図る。
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○ペアトーク、グループ学習
　を意図的に仕組む授業を創
る。
	○全国学調（３年全国
比）、実力テスト（１
～３年全国比）、市学
力検査（２年全国比）
の平均を上回った個
人別教科数の割合
○生徒アンケートで全
教科「授業はわかり
やすい」、「授業で学
ぶことは楽しい」他、
複数の観点での肯定
的回答の割合

	７０

８０

	３年全国 18/36
実力テ
31/55
２年
市学力検査

39/65

計88/156

56.4％
わかりやすい

241/270
89.3％
学ぶ楽しい
25/27
92.3％
より深く
22/27
81.5％
計87.7％

	80.6
３
109.6

４
	
	
	
	○結果の詳細
全国学調　
国語8/12　数学4/12
英語6/12 

合計18/36=50.0%

第１回実力テスト
国語7/11　社会6/11　　
数学4/11　理科7/11

英語7/11

計31/55=56.4%

　三次学力到達度検査
国語9/13　社会8/13　　
数学6/13　理科8/13

英語8/13

計39/65=60.0%

合計88/156  56.4％
○ほとんどの生徒が肯定的回答をしているが、各学年数人ずつあまり当てはまらないという回答がある。授業には参加しているが、発言内容が十分でなく、学習活動に受け身で自信が持てていない部分があると考えられる。


	○引き続き、ペアトーク、グ

ループ学習を意図的に仕

組み、生徒が主体的な学び

を実践できる授業となる

ように努める。論理的に自
分の言葉で表現させる活
動を通して、協働する力、
説明する力を育む。また、
課題となった内容につい

て、類似問題を使って定着
度を確かめる。
○ペアトーク、グループ学習など、授業内で自分の考えを発表したり、他人の意見から学んだりする学習活動の設定を行う。安心して自分の考えを出せる学級つくり、授業の中で生徒が「できた」と実感できる場面やふり返りの工夫を行っていく。


	Ａ
一部
Ｃ
Ａ

一部
Ｂ

	・学力測定では総じて数学・英語を除いて良
　い結果ですが、特に数学は毎年平均をかな
り下回る。小学校と連携し、改善してくだ
さい。
・実力テスト評価達成率では、昨年の中間評
　価の時点
R７年  目標値50％  達成率 66.3％
R８年  目標値70％  達成率 56.4％
R８年度指標の方が実態をより理解しやす
いと感じました。最終期の伸びに注目した
いと思います。
・自由闊達な雰囲気の中で行われている授業
　には好感が持てるものの、一方で学びに対
する厳しさや緊張感も必要と思われる。

・あまり全国比較されるより、個々の成長を
　見てやる方が大切と思います。
・自分の意見を自主的に主張でき、他人の意
　見から学ぶことができるペアトーク、グル
ープ学習は効果的です。
・数学の公式を理解し、応用問題を読み解く
　ポイントなどを繰り返し学ぶことで、自分
のつまずいている所が分かっていくと思い
ます。パターン化してもできた喜びが楽し
さにつながって意欲が出てくると思うので、
時間をつくっていくことが個人差をうめる
ことになるのだろうと思いました。
・前向きな勉強への姿勢がテストの結果につ
　ながっていると感じます。
・全教科を通じて「授業はわかりやすい」が
89.3％、全体87.7％で達成度評価が109.6
となっているが、科目別のわかりやすさに
すると、この様にはならないのではないか
？
・アンケート調査で「授業がわかりやすい」
　「授業で学ぶことが楽しい」等80％以上の
結果が出ていますが、実際に学力や創造力
等の向上につながっているのか、教師の視
点での評価も知りたいと思いました。
・少人数においても、多様な意見や考えが出
　るような工夫が、日常的かつ意図的になさ
れているか。それとともに個で深める場面
が十分に確保されているか。教師主導の授
業になってはいないか。

・自分の意見を自主的に主張でき、他人の意
　見から学ぶことができるペアトーク、グル
ープ学習は効果的です。
・人数が少ない分1人の比率が高くなります
が頑張っているなと思いました。

・学ぶ事の楽しさを感じているということは
　すばらしいと思います。

	豊かな心の育成
	２ メタ認知
　能力を身に
付けた生徒
の育成
	(3) 道徳の授
業を通し
て，生徒の
道徳性を養
う。
(4) 生徒が主
体的に取り
組む生徒会
活動を仕組
む。

	○道徳教育推進教師がリーダ
ーとなり、各学年の道徳の
授業を工夫・改善する。
○縦割りグループでの異学年
交流を意図的に仕組むこと
で、小・中合同の取組や生
徒会行事を生徒に主体的に
取り組ませる。

	○生徒アンケートで
「道徳では、自分以
外の人の感じ方・考
え方・生き方等がわ
かった」他、複数の
観点での肯定的回答
の割合

○生徒アンケートで
「学校行事で、多様
な他者と協働し、学
校生活をより充実し
たものにしようとし
た」他、複数の観点
での肯定的回答の割
合

	８０
９０

	自分の感じ方
25/27

92.6％

自分以外の人
26/27

96.3％
生きていく
26/27

96.3％
計77/81
95.1％

人間関係を形成27/27
他者と協働し27/27

計54/54

100％
	118.8

４
111.1

４
	
	
	
	○道徳科の授業内で、自分
ごととして考える発問の
設定や、感じたことや考
えたことをペアやグルー
プで共有することを行っ
たことが肯定的回答に繋
がったと考えられる。
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○縦割りグループでの異学
年交流を意図的に仕組む
ことや、生徒会執行部以
外の生徒にもリーダー的
な役割を持たせて活動さ
せたことが肯定的回答に
繋がっていると思われ
る。また，日々の委員会
活動等も各委員会で工夫
改善しながら活動に移す
ことができた。
	○引き続き授業内で自分事
として考えたり、他者と
共有したりする機会を設
ける。加えて生徒が学ん
だことや考えたことを実
生活で生かせるように、
内容項目と各授業や行事
を関連させる工夫を行う。

○引き続き、生徒会行事にお
ける意図的な縦割りグル
ープでの交流を続ける。
委員会活動においては、１
学期の活動を通して出てき
た課題解決に向けて活動内
容を各委員会で検討し、工
夫改善を行っていく。
	Ａ
Ａ

	・良い結果です。
・アンケートの肯定的な回答が高すぎる
のも気になります。もう少し質問内容
等工夫が必要かも。
・道徳の授業での学習内容が、実生活で
生かされているかについての分析が必
要。
・自分と他者についての授業が、子ども
たちの心に大きく響いたようで、すば
らしいと思いました。そこに、個人主
義ではない大きな道徳があるように思
いました。
・他者の事を自分の事のようにとらえて
いるアンケート結果がとても好印象で
す。
・良い結果です。
・学校生活や行事を子どもたちが主体的
に取り組んでいることがすばらしいと
思いました。

・少人数の学校である魅力がよく出てい
る結果。１～３年の関係性が良いと感
じる。


	健やかな体の育成
	３ 命の尊さ
を理解し、
健康保持、

体力増進に
取組む生徒
の育成
	(5) 保健体育
科の授業や
部活動を通
して、体力
の増進への
意識を向上
させる。

(6) 生徒が自
分の生活を
コントロー
ルし，健康

を保持す
る。

	○身体活動量を増やすことを
意識して、授業や部活動を
工夫したり生活習慣を見直したりさせる。
○生徒が主体的に生活リズム
を見直すことで、充実した
日常生活にする。

	○全国体力・運動能力
調査で全国平均以上
の種目の割合
○生活づくり習慣に関
する調査の「就寝時
間を守れたか」、「我
が家のルール（メデ
ィア使用）が守れた
か」の項目の肯定的
回答

	７０
８０

	1年2/ 8

2年3/16

3年5/16

計　10/40

25.0％
就寝時間

1年16/21
2年64/88
3年51/75
計131/184
71.2％
メディア
1年18/21
2年52/88
3年50/73
計120/182
65.9％
  68.6％

	35.7

１
85.7

３

	
	
	
	○全学年が、ほとんどの種
目が全国平均を下回って
いる。特に、全身持久力
が全学年下回っている。
　特に、女子の方が平均を
下回っている種目が多
く、体力に課題があるこ
とが分かる。

〇半数以上の生徒は、自身

　で設定した睡眠時間や

メディアの使用につい

ての目標を達成するこ

とができていた。一方

で、生活リズムに課題の

ある生徒や、目標を高く

設定していた生徒も数人
おり、全体としては目標
値を下回る結果となった。
	○今後は、体育の授業で、
　全身持久力を高めるため
に、サッカーやバスケッ
トボールといったゴール
型の種目に取り組んでい
く。運動量を十分に確保
していくために、テンポ
良く指示を出し、活動を
繋げていくようにする。
　また、授業冒頭の準備運動
の種目を見直し、各体力を
バランスよく高める種目
を実施する。
〇今後も、生活づくり週間前の事前指導や事前ワーク、実施後の振り返り、保護者からのコメントを実施し、生活リズムを意識するきっかけをつくれるようにする。また、養護教諭や生徒指導部が中心となって課題を分析し、必要に応じて保健指導や保護者との連携を行う。
	Ａ

Ａ

	・３年生女子を除いて、総じて小柄な学生が多いので仕方がないが、基礎体力の向上が望まれる。１年生は３人で、小柄な体格なので表面的な比較はできない。
・３年生・生徒数の減少によるスポーツ系クラブ活動が少ないことも要因だと考えられます。
・全国体力・運動能力調査の結果から、
その原因・理由を明らかにすること。

・メディシンボールを活用して体幹を向
上させる工夫をされてはいかがか。

・体力は個人差がある中、目標達成は中
々難しいとは思います。頑張ってください。
・スポーツの選択が限られたり、体を使
うことが少なくなってきていると思い
ます。人数が少ないので1人の比率が
高いかなと思うと、厳しい面があるか
と思いました。

・田舎は意外と歩く機会が少ない。常日
頃、運動だけでなく「動く」という事
が必要。
・生活リズムの改善は、保護者の力が重要です。
・昔と違い、家でもオンラインゲームなどで友達とつながる事で仲良くはなるが、各家庭のリズムを崩していると感
じる。



	信頼される学校づくり
	４ 保護者と
　地域と教職
員が信頼関
係で結ばれ
た学校
	(7) 学校生活

の様子がわ
かる情報発
信を心がけ
る。
(8) 信頼され
る教職員と
しての自覚
と責任を果
たす。

	○定期的に学校だよりを保護
者・地域に配布する。

定期的にＨＰを更新する。
○不祥事を「自分事」として捉
えられるよう、効果的な校内
研修等の取組を継続する。

	○保護者アンケートで
「学校は、生徒の状
況や学校の取組を周
知している」の肯定
的回答の割合
○不祥事全般の「チェ
ックシート」の達成
率

	８５
９０

	1年2/ 2

2年10/10

3年7/10

計19/22

86.4％
119/144

82.6％

	101.6
４
91.8

３

	
	
	
	○保護者のニーズと学校の
取組にずれがないよう意
識し、こまめな連携を図
っている。

○年間計画通り月１回の不
祥事防止研修（懲戒処分、
体罰禁止、情報漏洩、飲
酒運転根絶、学校教育に
おける著作物利用につい
て）を職員主体で進める
ことができた。しかし、
チェックシートの設問と
研修とのずれがあり、目
標値をクリアすることが
できなかった。
	○学級だよりや学校だより、
　学校ホームページはもとよ
り、普段の様子を電話や対
面でタイムリーに伝えるこ
とを通して、保護者の信頼
を得る努力を継続したい。
○今後も計画的に有機的な研
修を進めるとともに、チェ
ックシートを何度か活用し
て、シートにチェックでき
るのが当たり前になるよう
にしたい。
	Ａ
Ａ

	・良い結果です。
・丁寧な情報発信に努められています。
・「学校便り」を通して生徒の活動の様
　子がよくわかる。

・情報発信は、十分にされています。
・先生方が日々、保護者や地域の方と連
携して活動し、情報発信をされている
と思います。

・再配置などで１年生の生徒にも色々と
　動きがあると思います。しっかりと状
況報告を保護者にお願いします。
・頑張って下さい。
・教職員としての自覚と責任をもち、生
き生きとした授業・活動をしていただ
きたいと思います。いつもありがとう
ございます。
・ぜひお願いします。
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